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〈研究ノート〉加波山事件と富松正安「思想」の一考察
飯
　
塚
　　　
彬
はじめに
　
本稿が明らかにしたいのは、加波山事件の位置付けと中
心人物富松正安（以下、正安と記す）の「思想」である。それは、これまで「常事犯事件」 、 「テロ事件 としての歴史像が先行し、個々の民権家の思想や行動にあまり焦点があてられてこなかったように思えてならないからである。　
勿論、 自由民権運動の研究は、 『日本資本主義発達史講座』
で新たに進展し、そこから遠山茂樹氏や後藤靖氏 色川大吉氏、 松尾章一氏等によって、 多岐 渡り 行われてきたが、激化事件関係者の思想を扱った、もしくは事件後の顕彰等を詳細に論じる研究には乏しか 。その意味では 菅谷務『近代日本における転換期の思想』所収「思想史的事件としての加波山
（（
（
」は、個々の人物の学歴や思想の形成
過程（政府批判の論点の背景）を解明している点で、近年では評価出来る研究成果の一つである。　
事件が起こった茨城県西（主に下館、現筑西市）地方で
は江戸時代から続くと言われる河川改修事業によっ 利根川流域が大きく拡大され、その影響で新たな民権結社や裕福な民権家 生まれた。東京との距離も近くなり植木枝盛を含め多くの民権家が下館や古河地方に出入りしている。早くから鉄道が開通
（（
（
したように下館は進取の気象が盛んで
あり、その気象が民権運動にも影響し、 「茨城の高知」と形容された
（（
（
。
　
そこで生まれ、加波山事件を論じる上で重要な正安の思
想研究は、研究史の中でも特に等閑に付されている。加波山事件の多義性を指摘した三浦進、塚田昌宏『加波山事件研究
（（
（
』 、古くは林基「加波山事件七〇周年
（（
（
」において、東
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京同時蜂起や秩父事件との関連性があるものとして推測されている等、事件自体の裾野を探る研究成果は多い。　
菅谷前掲書の他、かつて高橋哲夫氏
（（
（
が加波山事件関係者
個人の思想やそれに伴う行動を大きく取り上げた。しかし、正安についての項目がない等、彼 思想追究という点で物足りなさが残る。　「テロ事件としての側面」と「多くの人物に顕彰され、多くの人物に影響を与えた側面」と 相反する評価が内在する加波山事件の意義とは何か。また、正安を加波山事件や下館 中に位置付けて何が言えるのか。　それらの問題を含め、長寿を保った当事者としては唯一
人談話を残した河野広躰や、正安 中心に扱う数少ない研究者、桐原光明、寺崎修両氏の成果を元にして、加波山事件像の考察、正安の「思想」解明 重点 置く。
第一章
　
加波山事件研究と正安
　
第一節
　「難治県」茨城県と自由民権運動
　
まず、加波山事件
（（
（
の舞台である茨城県内部について一度
述べておく。茨城県は、一八七二年七月十八日付の辞令により県令心得として水戸に赴任してきた旧大村藩士渡辺清をして「貫族旧水戸藩ニ属スル者往時党与二派ニ分レ後
又五派トナリ五千人ノ貫属一人此派ヲ遁レルモノナシ」と嘆かせたが、それは「難治県」としての政情を何より物語るものとして残った。更に同月二十六日の水戸城焼き討ちも渡辺を驚かせた
（（
（
。こういう事情が後世にまで影響し「加
波山事件」も難治県としての情勢を象徴する水戸と結びつけられて理解され、そのため正安の思想が顧みられなかった。　
事実、自由党機関紙『自由新聞』で加波山事件の原因指
摘や、明治天皇の東北行幸時に県が抱える問題として第一に奉答されている等、政府や自由党にまで水戸と結びつけられて理解されていた である
（（
（
。
　
明治〜昭和前期の評論家、後に駒沢大学教授も務めた横
山健堂（本名健三）は、読売新聞に連載した『新人国記』（一九〇八年から連載。十一年には書籍化）の中で、常総が「学問・文章の国」と言わ なが も（水戸学 存在からであろう） 、農民の生活程度は低く教育は想像以上に遅れていると記している。更 『訳文大日本史』を著した作家、 山路愛山も茨城県（特に県都水戸）は「自尊心、 排外心党同伐異の精神」にこりかたまり「適切な政治」 と ないままきてしまった 批判している。これらは後年の茨城像を示すものとし 注目できる。同時代では、旧水戸藩士、
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高橋義雄（後に茶人として箒庵と号す）の回想録にも同様の指摘を見ることが出来る
（（1
（
。
　
それが、茨城県初代参事（僅かに一ヶ月の勤務
（（
（
）山岡鉄
舟（鉄太郎）から、一八七一
〜
七
五年の県草創期のわずか
四年間に、県令が六人も変わるという結果にも繋がった。これを難治県としての最た ものと評した者もいる。確かに、同時期の千葉、栃木両県の県令が で県政を掌った時期 茨城県のこの事態は惨状とでも呼ぶべきものであり、興味深い。しかし、難治県としての評価 加波山事件にあるとした森田美比氏 指摘もあるのを考慮すると、難治県としての性格も今後、考察される余地がある
（（1
（
。
　
自由民権運動期では士族民権（板垣退助 後藤象二郎ら
の民選議院設立建白に端を発する）は旧土浦藩士鳥居正功等により僅かな期間発刊された『評論新聞
（（1
（
』の論調に見ら
れる程度という指摘がある。他方、 書評「県治分割論」 、 「茨城県経済分離願」という県内の文化的 地理的相違を表す民権派の嘆願書等でも分かるように、県内部の地域的相違や特殊性も広く意識されていた。 『東陲民権史』にも次の記述がある。
茨城ノ東南部尤運動隆盛ナリ是時ヤ斬新ノ知識快活ノ
思想ガ陳腐ノ見地固陋ノ流俗ト決闘セル過度ノ光陰タルヲ以テ破裂衝突妨害ヲ免レザリシ
（（1
（
　
著者の関戸覚蔵（県南の潮来町出身、民権家、後に衆議
院議員）は、県南、県北の対立において敗れて県会議員を辞した経歴を有する
（（1
（
。その経験からこのように書いたとも
推測出来るが、 「運動」と書いているのは「自由民権運動」のことをここでは示晙していると解釈す 。　
水戸学という尊王思想を養成し、 「往時二党ニ分レ闘争」
して優秀な人材を失ってしまった水戸地方（特に自由民権運動を「時流ノ狂瀾」とした旧水戸士族結社、水戸自強会は象徴的である） 、 他方、 県内でもっとも民権運動が盛んで、「草履腰弁当ヲシテ農民マデ」多くの人民が訪れた下館地方等では、違いが大きい
（（1
（
。興味深いことである。水戸とは
違う下館の地で生まれた正安を、その地も含めて重要視する必要性はある。　
第二節
　
加波山事件研究と檄文
　
次に加波山事件と正安についての概要を述べる。
一八八四年九月二十三日から二十四日にかけて民権家が「圧制政府転覆」 「自由の魁」を旗印に、旧下館藩士正安を
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中心にして決起した。他に、玉水嘉一、保多駒吉（以上、茨城県出身者） 、杉浦吉福、三浦文冶、五十川元 、山口守太郎、天野市太郎 琴田岩松 草野佐久馬 原利八、河野広躰、横山信六、小針重雄（以上 福島県出身者） 、平尾八十吉（栃木 者） 、小林篤太郎（愛知県出身等を含めた十六名が、 「自由ノ公敵タル専制政府ヲ顛覆シテ而シテ完全ナル自由立憲政体ヲ建立セント欲ス」と記された檄文を配し要害地である加波山に蜂起し、 「爆裂弾」を使用して真壁町下妻警察署町屋分署を襲撃、その帰途に近隣の富農から金品を「強奪」し 更に、 事敗れて逃走中に、警官（村田常儀巡査、二六歳）一人を殺害した、自由党左派による事件である。　
事件像については、 「小説的誇大の形容、及び潤飾構造
の筆をとらず」に執筆し 関戸前掲書や、 『自由党史』 栃木自由党の壮士、野島幾太郎による「少ない資料を元に警察史料と筆者 記憶 事件関係者の生前の口述を元に」執筆された『加波山事件』等が代表的な著述である
（（1
（
。
　
これらの文献を含め、諸研究書は「テロリズム」である
と規定するものと、事件 意義を最大限に評価す ものとに二大別される。後藤氏や井上清氏 は前者である
（（1
（
。
　
しかし、後に見るように自由民権運動を主導する士族、
または農民が近代的思想を十分には持ち合わせていなかった点を考えると、 事件を「革命」として、 更に「テロリズム」として位置付け 後藤、井上両氏の論は十分に説得力を持つものではない。　
一方、色川氏の、自由民権運動全体を「文化的運動」と
する事件像評価も興味深いが
（（1
（
、同氏も、その不完全性や弱
点にはあまり目がむいて ない。　
蜂起の場は茨城県真壁郡真壁町（現桜川市真壁）である
が、広躰等福島県のグループを主体に、栃木、茨城のグループが呼応する形で発生した三県に がる事件であった。　
同時に、第一次拘引者が茨城県出身者四十五名、栃木県
出身者六十二名にも及ぶ人的範囲の広さを有していた。茨城県の民権家はわずかに三名、福島の民権家が多数を占めていた点は前記の通りだが、その内部構造 気 る所である。　
国事犯ではなく強盗殺人事件という常事犯として裁か
れ、正安以下七名が絞首刑、他は無期徒刑等重刑を受けのも一つの特徴である（平尾は警官隊と直接衝突した「長岡畷 戦い」にて死亡。他に、 期中に病死の者も り） 。　
後に、この事件を元にした「ダイナマイト節」という歌
謡が、事件から三年後の一八八七年頃に生まれた。流行し
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たとされるその歌詞（一部）は次のようなものであった
（11
（
。
民権論者ノ涙ノ雨デ磨キアゲタル大和魂
　
コクリミン
プクゾウシン［国利民福増進、筆者註。以下同じ］シテミンリョクキュウヨウ［民力休養］セヨ
　
若モ成ラ
ナケレバダイナマイトドン
　
彼らの思想や受けた重刑がどうであれ（これについては
後述する） 、民衆の間では加波山事件は「ダイナマイトを使った事件」という認識が先行したのであろう。これは、自由民権運動自体を祭事のように扱い、 「自由亭」や「自由饅頭」等「自由 の用語が流行した事態と変わらず、表面的にしか見られていなかったことの証拠とも言える。同時に、それは、事件後の玉水常治（嘉一 弟）の経験
（1
（
にも
言えることなのである。　
加波山事件の関係者達は今日のような民主主義を望んで
いたのではない。彼ら 天皇の権威の下に 「聖意」を無視して有司専制を行う薩長（薩摩、長州）中心の藩閥政府を敵 いた。そのため、主義を持 な 「暴動」と判断する人々が多く、当 は「茨城暴徒 」と称され 下館町民の間では特にその意識が強かったという。
　
しかし、正安個人について見れば、その思想に興味深い
点は多々ある。ここで今一度、檄文を見直し、加波山事件参加者達の思想や目的を改めて検討してみる。
抑モ建国ノ要ハ庶民平等ノ理ヲ明ラカニシ各天与ノ福利ヲ均シク亨クルニアリ而シテ政府ヲ置クノ趣旨ハ人民天賦ノ自由ト幸福トヲ扞護スルニ在リテ決シテ苛法ヲ設ケ圧逆ヲ施スへキモノニ非ラザ 也然 而シテ今日我国ノ形勢 観察 レバ外 条約未ダ改マラズ内ハ国会未ダ開ケズ為メニ姦臣政柄ヲ弄シ上聖天子ヲ蔑如シ下人民ニ対シ収斂時ナク餓蓉道ニ横タワルモ之ヲ検スルヲ知ラズ其ノ惨状苟モ志士仁人タ 者 ニ之ヲ黙視スルニ忍ビンヤ［中略］夫レ大家ノ傾ケ ハ一木ノ能ク支フ 所ニ非ラズト雖モ志士仁人タルモノ坐シテ倒ルヲ視ルニ忍ビンヤ故 我輩茲ニ革命ノ軍ヲ茨城県真壁郡加波山上 挙ゲ以テ自由 公敵タル専制政府ヲ顚覆シ而シテ完全ナ 自由立憲政体ヲ造出セント欲ス嗚呼三千七百万ノ同胞ヨ我党ト志ヲ同フセバ俱ニ大義ニ応ズルハ正ニ志士仁人ノ本分ニ非ズ 茲ニ檄ヲ飛バシテ天下兄弟ニ告グト云璽
（11
（
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一八八四年九月二三日。起草者は平尾八十吉である
（11
（
。
　
この檄文は手書きで加波山近隣のみならず、他の地域に
も配られていたことは、現在、檄文の書写を所蔵する図書館や民家があることから判明する
（11
（
。更に、野島前掲書にも
それを示す記述がある
（11
（
。
　
さて、檄文には「抑モ建国ノ要ハ庶民平等ノ理ヲ明ラカ
ニシ各天与ノ福利ヲ均シク亨クルニアリ而シテ政府ヲ置クノ趣旨ハ人民天賦ノ自由ト幸福トヲ扞護スルニ在リテ決シテ苛法ヲ設ケ圧逆ヲ施スへキモノニ非ラザル也」とある。これは天賦人権説に則っていることを示唆し、 「専制政府ヲ顛覆」することは「三千七百万ノ同胞［国民］ 」の代表者としての行為であると主張し 。それは「志士仁人ノ本分」にかなうものであるとも言っている。後に見るように彼等は、主義主張が違うグループの混在による存在であったが、根底では「自由立憲政体の造出」という目標で結ばれていたようだ。　
ここで問題となるのは檄文起草者、平尾の存在である。
彼の遺品には 「政理叢談・民約論・旧約聖書」 等があった
（11
（
。 『政
理叢談』は、フランス帰りの中江兆民による欧米政治思想紹介雑誌であった。更に同誌に 「革命思想、ルソー 義」
が盛り込まれていたと当時から指摘があり
（11
（
、平尾はその影
響を受けていただろう。　「明治一七年加波山事件再考
（11
（
」という論文で、大内雅人
氏は、それこそ「檄文起草の思想基盤」であったと述べている。ただ、檄文には革命とい よりは「不平士族」 しての面が大きく反映され る。更に、平尾は、大衆（農民等） 存在を「軽視」し 起伏セシメル」者達としていた。大衆を伴う革命の意味を彼が知っていたとは考え難く、精通していた訳でもないと推察する。　
天賦人権説が読み取れる記述はあるが、事件自体に「共
和制」を目指す志向は見当たらない。　
ただし、それに関しては松尾氏の見解
（11
（
が興味深く、他方
でそもそもの思想的基盤を問題視する大石嘉一郎氏や遠山氏の見解 ある
（11
（
。自由民権論者、自由民権運動自体の政治
思想の状況については今なお一定の解答は 。ただ、当事者が語る加波山事件は、嘉一が生前、自分達 赤キココロノ錦
（1
（
」と詩で表現したことや口述で伝えるように、 「汚
れなき栄誉な革命」という であっ　
つまり、事件は天皇の下に有司専制政府を打倒すること
に主眼を置いたものだったが、 れこそが、 彼等なりの「革命」であったのだろう
（11
（
。
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例えば、正安の本来の革命戦略は自由党常議員、大井憲
太郎の一派（通称、大井グループ）や民と合同して東京同時蜂起を行うというものであった。結果的に実現はしなかったが、議会準備政党として自由党（の主義、行動）を変質させようとする「土佐派」中心の動きに対抗して、左派グループに る勢力拡大、宣伝工作を行おうという意味もそこにはあ 。　
この事件で彼等が成そうとしたことは未完に終わった
が、後の左翼勢力によって顕彰され、同時に右翼勢力（超国家主義者）によっても一定の評価が与えられた。こうした事実や檄文（起草者平尾）の思想も含めて考える 、単に「強盗殺人事件」や「蜂起未遂 テロ事件」 するのは問題である。事件内部を詳しく探るために正安を中心に次節で考えてみる。　
第三節
　
正安とその思想―生涯と研究論から―
　
ここでは正安の思想や生い立ちを中心に探る。下館地方
で同志等と多数の演説会を催し、東京の飛鳥山では自由党員を集めた大運動会を主催し、植木等、民権期を代表す理論家にも接している正安の行動力
（11
（
や思想はどこで養われ
たのか。
　
加波山事件に関わった民権家に焦点を当てた研究には、
額田前掲書
（11
（
、関戸前掲書所収「十八志士ノ小伝」 、高橋前
掲書が優れている。しかし、それらの中でも正安の根底の思想や生涯は概説的に扱われているか、あるいは取り上げられていないことが多い　
その意味で、 寺崎「自由民権運動史上における富松正安」 、
桐原前掲書、 塩田勝男 「富松正安の思想形成」 等は裁判史料、書簡等を用いて の流入や出生から教員、民権家としての生涯を追って る貴重 研究成果である
（11
（
。例えば寺崎氏
は次 ように言う。
正安の民権家としての業績は、自由党結成期からのもっとも熱心な活動家としてその生涯を自由民権運動の為に捧げたことにもとめられる
（11
（
。
　
後述するように思想追求という点では不十分であるが
「少ない資料から自由民権運動における彼の位置を考察」しようとする見方は評価出来る。　
桐原氏は、 「武力を用いてまで運動を断行しようとした」
正安の心境を次のように表現している。
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一一九
教員として、国民の生活の苦しさを知れば知るほど直接的な行動に走らざるを得なかった。一種の正義感によるもので真理 忠実であろうとした彼の元教員としての使命感であった
（11
（
。
　
確かに正安は教員として政府の教育政策には賛同し、国
への忠義という使命感を持っていた。
頑迷姑息ノ習俗自然ニ淘汰シ去テ将ニ開明長足ノ歩ヲ進メントシ政府発スル所ノ法令亦動モスレバ民志ノ先ヲ制シテ急進主義ニ出デザルハナシ正安欣然以為ク我国空前ノ盛事仮令ヒ身ハ草莽ニアルモ奮テ涓埃ノ忠ヲ致サザルベカラズ
（11
（
　
水戸の拡充師範学校に推薦入学し
（11
（
、維新期の下館藩政改
革によって学校都講（塾頭）に任じられ、一八七三年の小学校創立時から集会条例の公布（一八八〇年）まで一貫して教育者であ た正安らしい維新観である。　
加波山事件の関係者にはこうした元教員や知識人が多
い。当時の教員は、秩禄処分や廃刀令によって困窮に陥り、居場所を失う士族の数少ない就職先の一つであ た。給料
が安く安定した職ではなかった
（11
（
が、士族意識を持ち得る職
でもあり、新たな時代の木鐸として活動をしようとする者にとっては最適だっ のかもしれない。　
また、正安は、明治という近代日本「黎明期」の時代の
中での、自らの「変転」を、次のように述べ いる。
維新以来国家駸駸トシテ文明ノ域ニ進ム其速カナル内外ノ挙テ称嘆スル所タリ其尤モ重ナルモノ者ヲ挙グレバ藩閥ヲ斃シ民権ヲ復シ而シテ政治ノ機関ニ与ル者ハ其材幹ヲ見テ其系譜ヲ問ワズ広ク与論ヲ容レテ亶ニ専制ヲ為スヲ許サズ聖上詔アリ国会モ将ニ近ク招集セラレントスルノ勢アリテ日ナラズシテ国威亦外ニ及ボスニ至ラ 此時ニ方テ正安等ノ歓喜果シテ何ゾヤ［中略］然ルニ社会気運ノ変転ハ恰モ晴曇ノ常ナキガ如キ乎抑モ亦之ヲ視 所ノ眼 病メル乎明治六七年頃ヨリシテ徐 気運ノ転換セルガ如キノ感触 覚ヘ
（1
（
　
ここでの「社会気運ノ変転」とは時期的に、 「征韓論争」
から征韓派下野後の政情変化を言っていると思われる。征韓論者の板垣が政争に敗れ「民選議院設立建白書」を提出して民権運動に進んでいくのと同時期である。
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一二〇
　
ここで正安の履歴を述べておく。一八四九年九月十三
日、真壁郡下館町四番屋敷に生まれた。後に加波山事件の連帯者となる嘉一とは幼少期の頃から、付き合いがあったという
（11
（
。父は、漢学者として九代藩主石川総管公に御給人
（11
（
として仕えた藩士富松魯哉（本名何右衛門正惇、一八一三年生）で、この人物は藩内に私塾
（11
（
を設立していた。弟に緑
（一八五〇年生まれ）がおり、後に正安の獄中詩歌が県内の南高岡村（現行方市）付近で回覧されていることを示唆する彼の書簡が残っ いる
（11
（
。
　
一八七三年に魯哉が死去し、この時に正安は家督を正式
に継いだ。その後の彼のこ は関戸前掲書に詳しい。
明治五年茨城県小学校ノ建立ニ当リ教員ニ任ゼラル幾何モ無ク之ヲ辞ス拡充師範学校ノ水戸ニ設ケラルルヤ選ヲ以テ入校シ生徒取締トナル七年六月ニ出デデ川澄村春風小学校ノ生徒ニ授ク八年春上等教課指業ノ命アリ再ビ拡充学校ニテ学寮監事ヲ命ゼラル同年七月去テ小栗小学校ノ教員ト為リ又市野辺 ニ転ズ〔中略〕法律命令ノ出ル毎ニ民権 防喝ヲ意味シ集会出版言論都テ天職ノ権利ヲ剥奪シ小学校教員ノ如 ハ政治団体ニ加ル事ヲ許サズ生徒ハ政談演説会ノ傍聴ヲ禁止サレ
タリ正安憤然又以為ク是レ藩閥ノ奸臣柄ヲ弄ビ聖上ノ聴明ヲ擁繭スルノ致ス所タルベシト於是テ一切念ヲ文教ニ絶チ専ラ心力ヲ政治運動ノ一方ニ注ギ京ニ出テハ当世著名ノ士ト国事ヲ談論シ家ニ在リテハ地方ノ団結ヲ鞏固ニセンコトヲ務ム
（11
（
　
正安が教員になった事実は、幕末から明治において藩主、
知藩事を務めた石川家の治世を中心に纏めた、 『下館石川家中牧家・上牧家文書』や栃木県の史料から確認出来る
（11
（
。
正安は教員辞職後、地元下館で一八八一年六月以降 月一回のペースで政談演説会を催している
（11
（
。当時の彼の演説筆
記は残っていないが、関わった演説会では「会員大ニ感奮色ヲ現ハシ自由党ニ入党スル者数十人アリ」や 下館近傍三四ヵ村有志輩百名余リ屯集」 「常時五百名ノ聴衆」等と新聞で報じられている。寺崎氏も述べる「自由熱心家」名称を博した正安像を端的に表すものと言える。　
下館は前にも触れた通り「真壁郡に属し郡役所があり、
その為交通もよく文化も発達す
（11
（
」地であり、北海道官有
物払下げ事件に対する批判演説でも反響が大きく、民権運動自体を後押しする要素は多分にあった
（11
（
。
　
これらの世論に抵抗しきれずに政府は一八八一年年十月
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十二日、国会を十年後に開設することを約束するのである（国会開設の詔） 。ただ、これを起草した井上毅は次のような見通しを右大臣岩倉具視に向けて発している。
此勅諭［国会開設の詔］ハ仮令急進党ヲ鎮定スル能ハズトモ優ニ中立党ヲ順服セシムベシ全国ノ士族猶中立党多シ今此挙アラザレバ彼等モ変ジテ急進党トナルコト疑ナシ此勅言ニ因テ政局ヲ判然セシメ反対党ハ明カニ抵抗ヲ顕スニ至ルベシ是 極メテ得策ナリ
（1
（
　
この井上の目論見は半ば達成される。ただ、正安につい
ては、直後の自由党結成大会（於東京浅草井生村楼、同年十月二九日）に同志の森隆介、磯山清兵衛等と参加し、自由党員となり、変わらずに急進的な活動エネルギーを保った。自由党の定期大会、臨時大会にも様々な形で参加し全国的な活動の中でも重要な地位をしめていく
（11
（
。
　
この後、岩倉は「武断専制論」 立場から「府県会中止
意見書」を太政大臣の三条実美に提出し、運動を内面から切り崩そうとする動きにでる
（11
（
。更に、集会条例を改正し
一八八二年に「結社間聯合」 「政党支部設置の禁止」等が新たに定められたために民権家、民権政社は大打撃を受け
た。それは、板垣を水戸偕楽園の好文亭に招き結成大会を行おうとした「茨城自由党
（11
（
」も同じであった。 『地方巡察
使復命報告書』所収の元老院議官関口隆吉の報告では、その後の茨城県内の民権運動の迷走、衰退ぶりが伝えられている
（11
（
。
　
こういう情勢の中で、正安の演説や行動も一種の過激さ
を帯びる。一八八三年十二月六日の政談演説会（於古河町太田楼、小久保喜七（後、衆議院議員在任時に加波山事件顕彰運動を行う）主催、大井も参加）で次 ような言説が記録に残っている。
正安壇ニ登リ卓ヲ叩イテ論ジテ曰大勢今ヤ翻ラントス此時ニ際シテ言論ヲ事トス豈終ニ迂愚ノ譏ヲ免ル、ヲ得ンヤ、若カズ奮躍剣ニ依テ専制政府ヲ倒サンニハト怒髪天ニ朝シテ［中略］聴者感激且泣キ且奮フ
（11
（
　『朝野新聞』の記事には、正安が「決死党といふもの」の一人としてこの前後の時期（一八八三年末）に全国的な活動をしているのではないかと示唆する記述があ
（11
（
。彼の
こういう行動に至 背景につ て例えば寺崎氏は次のように述べている。
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一二二
この頃［一八八二年
〜
一
八八三年］一段と厳しくなり
つつあった明治政府の言論・集会に対する弾圧の実態を眼の当たりにして正安ら民権家が受けた衝撃はきわめて大きいも であった事は相違ない。 ［中略］正安が実力による政府転覆を目指す立場に一段と傾斜していく背景にはこ ような出来事［政府の弾圧］の積み重ねがあったと思われる
（11
（
。
　
しかし、 「平素殊ニ処シ深遠」な考えを持つ正安が急進
化した理由としては物足りないと考える。維新の変革、政府への反発、自由党への不満等、様々な要素が正安 内部において革命への志向を生み出したと見るべきなのではないか。一八八四年三月、自由党臨時大会に出席した際に、後に静岡事件に関係する山岡音高と内乱陰謀の協議を行っているのもその一端であろう。　
寺崎氏は、この文脈の後に、挙兵による革命準備行動を
行う彼の姿を、同じく山岡との関わりで論じるが、地元で「自由熱心家」と称された意味や内面を描ききれていないように見える。この前後 ら正安は、 『 新聞』 （一八八三年五月二十二日付、同六月十三日付、 八四年二二十二日付）に見ると、一八八三年四月 常議員となった
大井との関わりを持ちながら、地方の運動や自由党の方向性を評議し、下館だけでなく笠間 土浦、水戸等県内全域で精力的に活動しているのである。　
次に、正安の下館藩士時代を振り返って見ることにする。
同地は、 「常陸心学の隆盛地」として
（11
（
四代藩主総弾公の下
で「有隣舎」という私塾が創られ、心学（江戸時代中期に石田梅岩によって創造された平易な実践道徳、当時の日本の神道を大きく取り入れる）が教えられていた「学識と道徳の地」であった。魯哉やこ した土地柄からも影響を受けていただろう。　
ここでの経験が、後に民権家として活動する中で「学文
アルハ富松ノミ」 「書ヲ書キタルガ一番ナリ」と同志に教養人として評された原点、基盤となったことは確実である
（11
（
。
　
正安が教員であった時期の教材は、福沢諭吉の『学問
すゝめ』や加藤弘之の『立憲政体略』 あった。教科書の自由採択制がとられ
（1
（
、自由主義的、啓蒙主義的教育に大き
く変わっていった時期であった。こうした要素や時代背景に正安は前述の言でも見られる様に啓発され ことであろう（一一九頁参照） 。　
では、加波山事件は、はたしてこうした正安 思想を表
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一二三
現したものであったのか。事件自体の不完全性と参加者の中での彼の位置付け、 評価を考えるにあたり、 正安の「転換」と「弱点」に目を向けてみよう
第二章
　
正安の革命観と事件の顕彰
　
第一節
　
加波山事件中における正安―福島のグループと
の相違―　
加波山事件の発生を他県の活動家の流入から論じると、
福島、栃木県の民権家が三島通庸県令の圧政に憤り、栃木の宇都宮新県庁（三島が県令兼任）の開庁式を襲撃しとするが爆裂弾製造者鯉沼九八郎の暴発事故（一八八四年九月十二日
（11
（
）によって官憲
（11
（
に察知されてしまう。その二日
前の十日に、 参加者の一人で、 東京神田において「革命資金」と称して山岸豊寿郎の質屋襲撃（通称、 小川町事件）を行った広躰等から要請され、 「推されて首領となり」 、正安も加波山で蜂起したということになる。　
広躰等が茨城県にやってきたのは半ば偶然としての側面
が強かった。福島からやってきた民権家は何の連絡も く、初めは遊歴の体を装って有為館（後述）に行ったという
（11
（
。
それでも正安は快く迎え入れ、その時 模様を次 ように述べている。
栃木県ノ開庁式ニ大臣参議ヲ爆殺シ以テ革命ノ業ヲ為サント欲シテ来訪シタリ［中略］彼等孰レモ皆活発ナル壮士ニシテ凛々タル気勢ハ実ニ愛スベク余ニ義挙ニ与ス コトヲ勧メタリ仮令事軽挙ニ属スルノ嫌アリモ此時期ニ乗セスンバ蒼生ヲ如何セント愛国ノ切情友士ノ信義ヨリ遂ニ身ヲ顧ミルニアラズ同意ヲ約シタル所以ナリ
（11
（
　
しかし、 「革命的冒険事業ニ加ワル」という正安自身の
言い回しや、彼を尊敬し、同行を要請した有為館生の藤田善次郎、新井兵佐等 優しく諭し、同行を拒否したことからすれば、事件を正安が全面的に肯定していたようには見えない。更に 参加について自身の「犬死」を覚悟する言もある
（11
（
。そこには、福島の民権家に「圧倒されていた」
正安の状況もあったのかもしれない。そんな彼を同志は心配していた
（11
（
。
　
当時、真壁郡本木村（現桜川市）戸長であった長年の同
志勝田盛一郎との間にも亀裂
（11
（
を生じたが（第二節参照） 、
それでも正安が事件に参加しなければならなかったのは、桐原氏の言葉を借りれば、 「元教員としての使命感」なのかもしれない。ここにおけ 一連の正安の言は、考察する
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一二四
必要がある。　
そもそも加波山事件の発端は、一八八四年七月十三日に
鯉沼の常宿であった東京八丁堀三代町飯塚伝次郎宅に広躰、杉浦等が「大臣参議ヲ暗殺シ政体変化ヲ望ム」として集まった決起集会にも似 密談にあった
（11
（
。正安はこれには
関わっていない。　
元々大井グループの壮士として茨城県内の各地および東
京を歩き回り、革命を行おうとした正安と、 「一瞬間ニ革命ヲ断行」する勢力により「成敗ヲ天ニ任セ暗殺主義ヲ断行スルコト［中略］挙兵ノ手段ヲ確立スルコト」を旨とした鯉沼や広躰とでは、そもそもの思想 合わなかったことが推察出来る。　
一八八四年七月九、 十日に「革命ノ先鞭ヲ着ル」 、 「関東
ニ一大活劇ヲ演出セン」ため、福島 栃木、茨城、千葉の四県にわたる民権家達は「筑波山の会」を催した 主催者の一人であっ 正安は病気で欠席し、鯉沼と会うことはなかったが、鯉沼は集会を「誓盟鉄石ナラザル」 露骨に批判し、 「 ［茨城勢は］緩慢ナル説 吐キシニ過ギザリシ」とまで言った。広躰の言によれば参加者は 「僅に十名以下」 で、「失望」もしたという
（11
（
。
　
そのためなのか、鯉沼を中心に描かれた野島前掲書では
この会のことを 「何等画策ナク」 終わったとしている。また、他方で茨城県を中心にした関戸前掲書では「以心伝心」と正反対の記述をし、 「黙約」という表現を使っている
（1
（
。正
安は、会を任せていた同志仙波兵庫に送った書簡中で、この会によって「 とが大きくうごく」ことを期待し、報告を促しているが
（11
（
、正安等と別派の違いがここで浮き彫りに
なった。また、根本におい 漠然 した差異を表す記述は後の事件自体の評価の難しさにも繋がっている。　
正安は、真壁郡長更迭請願や茨城県内各地での政談演説
会、商人との懇談活動等を行っていたが、県内の民権運動を復興させる、また革命を行うには民の協力が必要だと考えていたことはここから明白であ 。　
しかし、野島前掲書を見ると、福島、栃木両県での三島
の横暴を聞いた後に、正安は「諸氏ノ決意ヲ聴クニ［中略］寸分モ違ワズ」ともいっている
（11
（
。正安が述べた「凛々タル
気勢」とは根底の政体造出（前述）とは別に、三島を倒す確固たる理念から人民救済の要素を見出し という意味も含まれ、これに正安の思想が一時的に合致し のではなかろうか。　
加波山下山、敗走の後、三島や宇都宮県庁に一切、言及
をしていない正安の姿もそれを示唆し、完全 志 同じに
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一二五
してはいなかったと言えるだろう
（11
（
。
　
三島は、一八八三年十月三十日、前県令藤川為親の後任
として栃木県令兼任（一八八二年二月十七日から福島県令）となった。福島 着 時に表明したと伝えられる「ひつけ強盗と自由党は決して頭をも げさせぬ」との言が三島の政治姿勢、運動弾圧の激しさを象徴している。　
栃木、福島両県は東日本における自由党の牙城であった
（全国自由党の約一割を輩出） 。栃木県の自由党本拠地栃木町から宇都宮町への県庁移転は民権家を遠ざけ、一方、民の貧困を無視しての大規模な越後街道、会津街道、米沢街道の三街道（会津三方道路）の建設（赴任 翌日から始動）等は自由党の基盤である農民を徹底的に弾圧する結果になった。これが「三島ハ専制政府ノ傀儡ナリ」と う自由党系民権派 憤慨を招き、個人ではなく一県庁を襲撃することで彼等の力を誇示し、 「自由立憲政体」を実現しようとした原因となった
（11
（
。県庁の命に従わない者の財産を競
売にかけ、寄付金を強要する等の弾圧一辺倒 策に民権家が憤り、 「従順ナル者漸ク化シテ激派トナル」の言説に、後の福島グループの形成過程が浮かぶ。鯉沼は栃木 民権家よりもこの に期待 寄せ、同志となった。彼らが中心となったこの時期の栃木、福島両県 活動は
特に過激であったと『三島通庸文書』にはある
（11
（
。
　
勿論、今日、この道路を待望する地元民達がいたことは、
耶麻郡熱塩加納村（現喜多方市）の「道路開サク之儀ニ付建言」における六ヵ 、一一〇〇円負担の表明や、三島の功績を称え「会津新道碑」が若松市大町角（現会津若松市）に建てられた史実でも明らかである。交通、運輸の利便性の点で見ると三島の政策は評価されている。　
しかし、当時、福島グル―プ形成の原因が三島の政策に
あったことも事実である。三八万円と言う莫大な負担が元で、道路掘削に反対し弾正ヶ原に集結した農民達が起こした喜多方警察署襲撃事件（一八八二年十一月二八日）は、一八八二年の福島県会 おい 議案毎号否決という抵抗を行っていた県会議長、広中等と結び付けられ 大事件となった。三島は「奸民乱暴」として「好機会故一人残ラズ捕縛セヨ
（11
（
」と厳命し、これが二〇〇〇名の拘引者を出した
福島・喜多方事件となった。　
三方道路は一八八四年十月に竣工 、人や物産の流通が
円滑化する反面、広躰をして「事を挙ぐるの急なるを感じさせ、自分自身の死よりも呪ひの敵 勝ち誇 三島の顔が幻の如く浮かんで仕方がなかった
（11
（
」とも言わしめた。これ
には、三島が福島赴任に際し、何人か親しい公吏を 庁
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一二六
入れた県政への反抗もあっただろう
（11
（
。
　
以上から考えると、私怨にも近い理念、すなわち、栃木、
福島両県民権派の「三島暗殺」の志向があったことが分かる。桐原氏は、この暗殺派が加波山事件参加者の大勢を占めたことを一番の問題点とし、 「宇都宮襲撃か、挙兵か様々な捉え方が出来る極めて不徹底な行動」になったのは、 「戦略を異にす 多集団の結合であった事件性ゆえ」であるとする。この中における正安 位置付けについては、後年の記録では、巻き込まれたとする見解が多い
（11
（
。例えば、広躰
も事件中、 「数派アリ従テ各自主義ヲ異ニセリ」という内部事情を認めている であ 同志小久保も後年「富松君は非常に気の毒」であったと回想する
（1
（
。
　
この点について、筆者は、正安が彼等に一時的にでも同
意しているのは民衆を思うが故であった 考える。桐原氏の言を借りて福島グループと正安の違いを論じ と次 ようになる。
［茨城県下、下館等での地道な民権運動の展開、独自の「自由自治元年」の盟約等に見る］正安と比べれば直接、政治弾圧に苦吟した広躰らの三島暗殺は異なる動きであった。決して広躰らが近視眼的であるわけで
はないが、運動が大衆的な広がりを持たなければ自由も、主義主張も一部の特権階級のものとなってしまう。加波山志士全体の根底には立憲政体 造出があ たことは相違ない。しかし、その手段が違ったことにつきる［一部要約
（11
（
］ 。
　
正安の傍らにいて、有為館が壮士の「梁山泊」となった
ために事件に加わった嘉一は、その手記「加波山事件実記」において、蜂起の様子を「敗レ被レ一戦交ル決心ヲシ」と表現する。これは、希望よりは絶望の方が大きかったことを思わせる
（11
（
。そして、事件後の訊問においては、更にはっ
きりと「後悔」の言葉
（11
（
を述べている。
　
しかし、正安は、加波山事件に一種の希望や可能性を見
出している
（11
（
。全国の農民一揆を誘発し、その相乗効果
（11
（
を生
んだことを、正安は喜んで たと推察する。　
加波山事件以前には、ナロードニキ運動 よる露西亜虚
無党の皇帝アレキサンダー二世の暗殺等に関する訳本が出回り、地元民権派の『茨城日日新聞』が暗殺を大きく取り上げ「露国一弾応震動天下」という社説を載せていた。これに触発された であろうか、言論で無理ならば「決起、暗殺ヨリ速カナルモノハ無シ」として過激な論が展開され
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ていたことも忘れてはならない
（11
（
。それと同時期に高鈴俊三
という水戸の民権家が「革命論」という社説を『水戸新聞』に載せ「立憲政体の樹立には（フランス等のような）大革命のみ」と論じている もこの潮流と無関係ではないだろう
（11
（
。
　
つまり、西洋事情には、ことのほか民権家は敏感であり、
正安もこれら 報道、 説に影響を受け いた可能性は否定できない。松方デフレ 内務卿山県有朋の軍事費増額等による農民一揆の頻発や生活の困窮という状況をロシアやフランスの例と照らし合わせ、彼 中 何等かの思想形成がなされた可能性がある。それが彼を福島グループと 共鳴、加波山事件に向かわせた一因かもしれない。実際に正安はフランス革命等を意識す 発言をしている
（11
（
。
　
ただ、正安が事件自体に国を変える力を有しないと考え
ていたことは 次代へと引き継ぐ「捨石精神」に重きを置いていたことで分かる。それは、加波山下山時に宮本正慎という当時の加波山神社宮司に語った言葉
（11
（
でも確認出来
る。つまり、希望からの「転換」であ 。　
民を思う革命精神の一点で一時的に福島グループに一致
していた彼は、それに見合う革命と成り得る を最後まで模索したが果せなかっ 。
　
密偵による「自由党ノ動静報告」では正安を「内乱過激
ノ徒」として認識しているが、 「一時東京ニ集合スル都合ナリ」とあるように革命の先に、 「何らかの方策（政府・自由党の改良） 」を立てていた彼の姿も示唆している
（1
（
。
　
ただ、彼を天皇制否定の運動家として、また自由民権運
動全体をそのように捉える研究視点には筆者は反対する
（11
（
。
　
更に、忘れてはならないのは正安がこう た「深遠沈重」
な考えを持ったのと同時に後世、 「極端的ニ走ルガ故ニ露西亜虚無党ノ如キ軌道ヲ踏ム」と伝えられ いることである。そこには正安の「弱点」を見出すべきであろう。　
第二節
　
加波山事件の内部矛盾と不完全性
　
加波山事件は、正安の本来の考えとは完全に一致するも
のではなかった。その とが彼の評価 困難にしてい 。その他、食糧不足や資金不足から広躰等が下妻警察署町屋分署を襲撃したこと、盛一郎宅へ寄り、脅迫して飯 炊かせたこと、同家で正安によ 刀二本の強奪進言等が積み重ねられ が、それに関する証言が一致していないことという問題
（11
（
もある。
　
正安は結果的に強盗故殺罪七件の罪状で死刑となった
が、盛一郎家での刀二本 「強奪」については自身が次の
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ように釈明している。
勝田盛一郎宅ニ到ラントスルヤ静ニ其目的即チ政治ヲ改革スルコトヲ説話シテ同意ヲ促シテ帰レル者ナリ刀二本脚半一足ヲ持去リタルガ如キハ断ジ 財貨ヲ貪リ私欲ヲ逞フセントスル所謂強盗ナル者ニ非ザルヲ知ルベシ
（11
（
［傍線筆者、以下同じ］
　
つまり、強盗（常事犯）ではなく、信念の共鳴、合意を
得て行ったこと（国事犯）であったと言う。 かし、この場面を盛一郎の側から見ると、
此ノ度加波山ヘ籠ル故同道スベシト申サレタルニ自分ハ同道難致旨答ヘタル処彼レ［正安］曰君モ曾テ自由ヲ好ムニアラスヤ然ラバ同道スベシト強テ申サレタレトモ自分ハ真正ノ自由ナレ 好ムナレドモ訳ケノ分ラヌ自由ハ好マサル故同道難致ト断言 ルヤ
（11
（
とあり、明らかに強制されたと盛一郎は主張している。その場にいた弟用二郎も同様の言を残している
（11
（
。この「訳ケ
ノ分ラヌ自由」はやはり正安と盛一郎の亀裂を表すものだ
ろうか。　
町屋分署の襲撃については「自分（正安）は全く関わっ
ていない
（11
（
」との一点張りである。正安の関与は明言されて
はいな が、関係文献では、民が協力的に動かなかったという解釈が下されている。分署の中で「足の踏み場がなくなるくらい」襲撃し、食糧等を「掠奪」し、爆裂弾も躊躇なく使うという彼等の行き過ぎた行動からすれば当然であろう
（11
（
。この場面だけを見るならば、民のことを考えた行動
とは言い難い。　
しかし、豪商中村秀太郎家に押し入り、金二十円を強奪
し「事ヲ為ザル時ハ返却致サザルモノナリ」とする強盗紛いの借用書を残した一件は、被害者の理解を得ている。後年、出獄した広躰が返金に行った際、被害者である中村は「反感すら持ち得なかった」態度を示し
（11
（
、金を受け取らな
かった。反感どころか中村は、加波山事件参加者達を顕彰する碑を下館町に建て 。そこで彼等の活力の「凡庸 らざる」こと 立証している。中村自身も商人として松方デフレの悪影響を被った身であ 彼等に政府打倒の力を見出していたのかもしれない。現に野島前掲書では自発的に軍資金を出す姿が描かれている
（（11
（
。
　
しかし、ピストルを用いて追い払おうとした酒造業藤村
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半右衛門
（（1（
（
という人物もいたことから、彼等、加波山事件参
加者と民の関係性は複雑である。　
前述した如く農民を手駒のように扱おうとした平尾の言
（（10
（
のように、民と協力するという気風が見られない場合もある。正安は分署襲撃や中村家強盗について訊問調書の中で「致し方なく彼等をいかせた
（（10
（
」と述べている。つまり、民
に被害を与えた行き過ぎた行動は、彼の意志に反するもので、自分達が国事犯ではなく常事犯となることを懸念していたことがうかが る。　
民を救済するという点（国事犯志向）が貫けず、常事犯
としての暴徒性が見えたこ 時点で 正安において「捨石精神」 （常事犯黙認と言う諦念と次代への期待）への理性的転換があったのではなかろ か。色川氏は、正安が彼等、福島グループに「憐みの心」を抱き、有為館 やって来た時から「命を捨てようと決心した」と論じ が、情緒的であり、同意は出来ない
（（10
（
。
　
正安は当初、 「自由ノ主義ヲトルモノ政府ヲ讐視スルモ
ノ到ルゴトニ檄文ヲ飛バシタレバ必ズヤ挙テ集合スルハ疑アルベカラズ 先見シカク急激ノ手段ヲ決行シタルニアリ
（（10
（
」として意気込んでいたが、結局「タトイ我輩少数ノ者
タリトモ一国同志ノ率 トナルアラバ必ズヤ同志ノ続イテ
起コラザルヲ得ザルニ至ルハ古今ニ照ラシテ見易キノ道ナリ」と後退した発言をしており、考えた末に「捨石精神」へと転換したことは間違いない。これは、事件が、彼の考える革命となる要素を完全に失ったことを意味すると考えることも出来る。　
正安自身を「 「大規模」な挙兵論者」して規定する寺崎
氏も「なぜこのような軽挙暴動にくみしたのか 彼の行動には理解に苦しむ」と述べている
（（10
（
。確かにその通りである
が、残念ながら同氏は、そこにおける「正安の行動の真意」を提示するまでには至っていない。筆者は正安が「凛々タル行動気勢＝民を救済する行動力」に共感を覚え、そこに期待したと考える。しかし、それは福島グループ 理念を一部分、共有していたにすぎ か た も推察す 。　
つまり、福島、栃木及び、下館というそれぞれの地の「思
考、土壌の違い」や、福島グループの形成過程を十分に考察せず（これは致し方ないことではあるが）に、彼らを受け入れてしまったことを正安の弱点と捉えるべきである。　
桐原氏は「大井憲太郎と相談していたら、加波山事件は
違っていたかもしれない
（（10
（
」と仮定を述べている。しかし、
それは、大井との行動理念の相違
（（10
（
から事件の前後に両者が
離反したと考えられるために、ありえないことである。桐
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一三〇
原、寺崎両氏も、正安や事件の思想追究、内部解明の点で、まだ解釈が不十分なのではあるまいか。　
県内の同志だけでなく、かつて共に行動したグループの
首領、大井
（（10
（
との間にも主義の相違が生じてしまったことは、
彼自身が冷静な判断力を有していなかったと うことにもなろうか。そういう意味で言うと盛一郎に対し「訳モ分カラヌ自由」と言われ、怒りを見せたことは正安の弱点を端的に表しているのかもしれない。　
ただ、 「自由革命員人名簿」に全員が血判を押し、後続
者が名を連ねるように 試みた彼等なりの行動やこうした事件像は後年、結果的には様々な層に注目
（（（1
（
されていく。そ
れは同時に加波山事件の様々な側面を浮き彫りにすることにもなった。　
第三節
　
顕彰から見える事件像―『河野広躰談話』を含
めて―　
さて、加波山事件は後年、批判者や顕彰者等様々な波紋
を生じた。正安の獄中詩歌が茨城県の現行方市で回覧されていたことは前述したが、津久井専蔵なる、正安とは関係不明の人物まで詩歌を書き留めてい
（（（（
（
。
　
加波山事件の自由党における評価 、前掲『自由新聞』
に見るように非常に批判的なものであった。　
植木や奥宮健之、大井等は茨城県で活動していたが、以
後、加波山事件のような挙兵主義活動を自由党中央部は認めていない
（（（0
（
。支持基盤である農民層の急激な分解という社
会情勢、また国会開設要求という統一的目標を失った党の「合法主義」政党化という政府との関係変化が挙げられる。対外硬派への党の転換も大きく影響している
（（（0
（
。
　
元来、豪農層、士族層が基盤であった板垣等「土佐派」
の理念は、貧困層とことを同じにするものではなかったと言ってよい。大井を慕い行動するグループ 存在 自由党が認めるものではなかった。正安は板垣等よりも松方デフレにより窮民化した地方の人々に支持された大井を頼りとした。三百人が開会式に参じた有為な青年壮士養成機関有為館設立（一八八四年九月四日）も、正安等が大井グループを助けるものであったと推察する。板垣は地方の民権運動には元々、消極的であ た
（（（0
（
。
　
それとは別に、小久保は『談話速記』において 事件参
加者を全面的に擁護していた（ま は政府批判、広躰も同様） 。同人は一九一〇年の第二十六回帝国議会で森久保作蔵（武蔵国多摩郡高幡村〈現東京都日野市〉出身、民権家。衆議院議員）と共に「加波山事件殉難志士表彰ニ関スル建
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議案」を衆議院に提出した。特に「死刑ニナリシ者」に相当の表彰を与えることを当時の桂太郎内閣や民衆に求めた。これには内藤魯一や、東亜問題を論じた『東洋日の出新聞』創刊者鈴木力（天眼）も加わっていた。かつての地方自由民権運動を知る者達の動きには注目すべきものがある。　
また、一九〇九年七月十七日の史談会（会長由利公正）
例会に招かれた際にも、小久保は「加波山事件の真相」と題して事件の同時代における必要性を力説
（（（0
（
している。
　
千葉卓三郎起草「日本帝国憲法」 （いわゆる「五日市憲
法草案」 ）起草協力者の一人であ 深沢権八（武蔵国西多摩郡五日市町〈現東京都あきる野市〉出身民 家）も自らの手記、歌集に「加波山事件宣告
　
明治十九年七月三日付」
として加波山事件関係者達（死刑や有罪者、戦死 、連累者）の氏名を書き留めている。彼らと直接的なつながりがあったか否かは不明だが、一緒に書き留められている者達（例えば吉田松陰、高野長英、大塩平八郎等）を見ると、加波山事件関係者達を彼がどのように捉えていたかが伺える（ 『深沢家文書』所収「文庫・不動山人手録
（（（0
（
」 ） 。
　『自由新聞』 、 『自由燈』等に関わった星亨も、正安刑死翌年の一八八七年十月二日に加波山事件 一周忌を谷中霊
園墓地の近隣茶店「沢潟屋」という場所で開いている。その記録は『三島文書』にあり、注目すべきである
（（（0
（
。
　
右の史料によると、星は、加波山事件参加者達（また、
関係者）を、欧州人と違って 亜細亜人」の我々は政治に不熱心であるが、 「熱心以社会ノ改良ヲ謀リ終ニ身ヲ犠牲ニ供シ更ニ顧ミサルハ活発ト云フベシ」として我々にはないものを持っていたと褒め称えている。ただ、 同時に 「過激性」が内在しており、これが元で彼等は失敗し とも述べており、問題点も認識していた。政府 これを新たな決起集会ではないかと警戒していたが、何もなく終わっている。　
兆民も寄稿していた茨城県の千代川村（現下妻市本宗道）
を中心に出回った学術啓蒙雑誌『常総之青年』は、加波山事件の名を出してはいないが事件を皮肉ったととれる論説を掲載している。これには、事件後、その変節 大いに正安に非難された盛一郎も関わっており、加波山事件を反面教師として、正安が切望 た「民を交えた」革命を行っていこうとする姿勢を示したものとなって る。次の文章それを表している。
其ノ狐剣ヲ横タエテ天下ヲ周遊シタル其行為決シテ勉メザルニアラズ慷慨悲憤ノ非ナルヲ知テ一家ノ私計ヲ
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顧ミザリシ其精神決シテ嘉セザルニアラズ壮談雄語シタル其辞気決 テ勇マシカラザルニ非ズ然レドモ一般人民ハ是ガ為ニ彼等ト其感情ヲ同ウシタルベキカ否寧ロ彼等ヲ厭ウ 如キ傾ハ非ザリ カ彼等ノ挙動決シテ代表的ノ運動ト云ウベカラザルハ吾人ノ元ヨリ知ル処ナリ
（（（0
（
　
盛一郎自身も事件時には「事件関係者に米を送ろうとし
た」との言や「盗られるのを恐れ金を隠した」等、一定しない行動を取っていることが分かる
（（（0
（
。ただ、彼は正安の行
動を民と離れたものとして見ており、正安と相容れなかったことは確かである。　
他方、事件関係者達が述べた演説の一説に次のような言
葉が残る。
我党ハ第一嫡子ノ法ヲ釐革シ第二地租ヲ百分ノ一トシ第三地方税ノ減額ヲ旨トシテ決 テ盗賊ノ類ニ非ズ全ク民ヲ救ウ為ナリ
（（01
（
　
一揆の頻発や自由党中央部への不満の中で、こうした主
張をした彼等に同調する者達もい だろう。しかし、大規
模な動きを生じる契機として加波山事件が機能しなかったのは、土地柄の相違によるものが大きかったためである。前述 如く、正安もこの点を見誤ったと言うべきであろう　
そうした事件の思想、真実を後世に伝えようとした一
人が広躰であろう。同人の後年における『談話速記』は一九三八年、七四歳という晩年に記録されたもの は言え、当事者の声として一定の信憑性は有するものと考え 良い。　
彼は事件当時一九歳と言う丁年未満の年齢（一八六五年
生まれ）であったために死刑は免れ 事件から十 後一八九四年十一月に特赦となっている。その後、一八九六年、駐米公使として赴任する星に同行し海を渡り、 「マサチュ―セッツ、ニューヨーク、英国に渡り労働者として働いた金を用い星の斡旋で「熊本移民会社」と う結社を組織」している
（（0（
（
。
　
長い談話の中で、加波山事件を述べる部分は少ないが、
興味深い回想がある。例えば ①盛 郎を全く脅迫はしていないこと。②自分達で連累者をつくらないという意味で敢えて強盗ということにしたこと。③国事犯であると主張した裁判官が外されてしまい我々被告人は代言人をつけ気も失せたこと等である
（（00
（
。
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もし談話のすべてを真実ととるなら加波山事件関係者達
の位置付けや評価は大きく変わる。中村家への強盗を「相応の合意の上」であったと主張していた記録、事件が当時の茨城県令人見寧に「暴徒三千人」と間違って捉えられていた事実等、不可解なことは当時から今に至るまで多々ある。　
広躰のこの談話には、自分のためだけでなく、正安や加
波山事件を有耶無耶に葬り去りたくはないとの考えや、事件の真実、矛盾を世に問うという意味が込められているように見える。質素な暮らしをしながら、細々と事件の顕彰
（（00
（
を続け、大井や参加者、原 碑 建立したことも、そうした広躰の意志 表れとして考えるべきである。　『小久保談話』 、 『広躰談話』等、顕彰する側の言説も使って、加波山事件や正安の思想を再考する必要性は十分にある（（00
（
。桐原、寺崎両氏においては、これらの史料が活用され
ていない。
おわりに
　
本稿は加波山事件と正安の履歴の概略を前半で提示し、
後半で加波山事件と正安の思想や行動を洗い出し、あまり問題とされない不完全性、正安の事件中 存在意義を考察
した。　
従来、士族党争の地として水戸藩の幕末の動向を元に茨
城県全体を捉える説が政府だけでなく、 『自由新聞』等にも存在した。県治分割から民権運動発展の違いに繋がった茨城県の特殊性も加波山事件評価に影響した。　
正安は、後に続く秩父事件等に見られるように困民層の
復興を企図することを望み、加波山事件にそれを一時求めた「可能性」があった。ただ 彼は、 大井との関わりの中で、事件とは違う独自の革命を本来は行おうとしていた。その地域的拠点 下館にあった。水戸と 違う、下館の地に則して正安を論じることも忘れてはいけない　
正安の根底には少なからず、 「民を交えた革命」と「そ
れに向けた動き」が目的意識として 加波山事件参加者達が互いの主義主張を十分 理解できずに蜂起したことについては、桐原氏の弱点と言う評価に、筆者も同意見である。正安は、民のこと 思う「凛々タル行動精神」にのみ感銘を受け、彼等グループの形成過程 目を向けなかった。この彼自身の軽率さと加波山事件の混乱性（異なる主義、主張の混在）がや り一番の問題 して認識されるべきである　
本稿では福島事件との関わりによって論じられることが
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多い加波山事件の内部に主義、主張の相違と、それを軽率に判断する正安の 「弱点」 を指摘した。桐原、 寺崎両氏共に、正安を加波山事件の中心に据えて、少ない資史料から論じる意欲的な研究者である。しかし、寺崎氏は正安の行動矛盾の疑問を提示するだけで終わり、桐原氏は大井と正安の関連性において間違った意味付けを行っている。両氏 もに、加波山事件参加によ て大井との間 確執が生じてしまったことや、 正安の 「転換」 を描き切れていない。更に、 『談話』を活用していない。本稿はその点に着目し、新たな正安像を提示するように努めた。　
しかし、両氏が、加波山事件の思想研究に大きな貢献を
したことは言う でもなく、以下の点 考え には良い研究指標となっている。①今回論じた大井との関わり 描く正安の在地民権家としての側面。②それと一線を画 福島グループの形成過程。③後世の『談話』に見る加波山事件と正安の位置付け。　
筆者自身、下館における正安の行動や大井との関わりか
ら事件中の正安像とは違った彼の「思想」を以上の三点に位置付けて十分に明確化するには至っていない。　
軽率に見えてしまう彼の姿とは裏腹に独自の「盟約」が
多数結ばれていたことも事実である。今回 十分に検討
なかった、官憲にも重視された正安の「盟約」の存在も今後視野に入れ、新たな側面を見出すことで更に彼 「思想」研究は進展すると思われる。　
本稿は、まだ一試論に過ぎないが、新たな加波山事件像
（正安像を含め）や研究展望を提起出来たと考える。今後も考察を続けていきたい。
註（
（）		
菅谷務『近代日本における転換期の思想―地域と物語論
からの視点―』第二章所収「思想史的事件としての加波山事件」 （岩田書院、 〇〇七年）五九頁以下参照。
（２）
		
塙泉嶺編『真壁郡郷土史附名誉鑑』 （賢美閣、一九七九年
復刻版）一一二頁。
（３）
		
	 「県治分割論」一八八二年一月一六日付、同三月一六日
付茨城日日新聞。この記事から当時の茨城県人も高知を自由民権運動の隆盛地として認識していたことが伺える（茨城県立図書館所蔵マイクロフィルム） 。
（４）
		
三浦進、塚田昌宏『加波山事件研究』 （同時代社、
一九八四年） 。
（５）
		
林基『百姓一揆の伝統』 （新評 社、一九五五年）に所収。
（６）
		
高橋哲夫 加波山事件と青年群像』 （国書刊行会、
一九八四年） 。
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（７）
		
加波山事件自体の研究については、 田岡嶺雲『明治叛臣伝』
所収「加波山事件と河野広躰氏」 （日高有倫堂、一九〇九年）や板垣退助監修『自由党史』所収「第八編
　
反動の悲
劇
　
第二章
　
加波山の激挙」 （五車楼、一九一〇年） 、額
田要三郎『自由党志士五十川元吉と加波山事件』 （松崎書店、一九二九年） 、玉水常治自伝『自由か死か』 （柏揚社、一九三六年） 、池田峰雄編『加波山事件研究』 （早稲田大学教育学部歴史学研究会内加波山事件研究会、一九五六年） 、 「加波山事件特別研究会」 （ 『栃木史心会報』第三号、一九七一年、二九
〜
四
六頁） 、服部之総『黒船前後・志士と
経済』所収「加波山」 （岩波書店、 一九八一年）桐原光明『加波山事件と富松正安』 （崙書房 一九八四年） 、会北史談会編刊『会北史談』第三九号所収赤城弘「自由民権運動と加波山事件」 （ 九九七年） 、田中惣五 「 民権運動と加波山事件」 （志富靱負編『切厳玉水嘉一翁伝』玉水嘉一翁伝刊行会、一九四〇年、所収） 、青木昭 市川彰 冨永融『常総の自由民権運動』 （崙書房、 九七八年）第四章所収「波山事件と富松正安 等。本文中に挙っているもの以外に主に利用した文献を記載した。
（８）
		
これら一連の事情は、高橋易直編『続明治文抄』巻二（山
中市兵衛刊）巻末所収「論茨城県事情状」に詳しい。渡辺に関しては「明治五年壬申七月二十一日
　
大蔵大丞渡辺清
本県（茨城）令心得ノ任ヲ奉ズ」とある（内閣文庫蔵『茨城県史料』上〈茨城県立歴史館史料部編、一九九八年〉 ） 。
二四頁。水戸市史編さん委員会概説水戸市史編さん部会編『概説水戸市史』 （水戸市、一九九九年）二四八
〜
二四九頁。
（９）
		
一八八四年九月二八日付自由新聞及び明治文化研究会編
『明治文化全集』 （第一巻、 皇室編、 日本評論社、 一九九二年版）所収「東巡録」茨城県参事本田親英の奉答、四四二頁。
（
（0）		
金原左門『茨城県の百年』 （山川出版社、 一九九二年）六頁。
逆に義烈公御膝元の地であるために伝統に凝り固まり積極的に動く者が見られないという解釈をする記事もある（第二号、一八七二年十月四日付茨城新報） 。高橋義雄『箒のあと』 （秋豊園、一九三三年）では、青年期を郷里水戸で過ごした彼の考えが率直に記されている。
（
（（）		
太政官修史館編『明治史要』第一―四編（博聞社、
一八七六年
〜
八三年）二六八頁。
（
（（）		
森田美比『茨城県政と歴代知事―戦前 五名の人物像―
（暁印書館、一九九〇年）九
〜
一
〇頁。茨城県政に関する
見解は、大宅壮一『日本の人物鉱脈』 （ 『大宅壮一全集』第十一巻
　
蒼洋社、一九八二年、二三頁参照） 。茨城関係の史
書、概説書等では難治県と当 り前のように記されているが、一方で宮武外骨『府藩 制史』で見ると、同時期の難治県の枠内に茨城は含まれていない。同県を難治県と定義し得るか否かは難しい（名取書店、一九四一年、一 〇頁） 。
（
（（）		
この『評論新聞』は、鹿児島の士族海老原穆が東京で発
行していた小冊子（ 八七五年四月創刊）で、一八七六年の四
〜
五
月に鳥居は仮編集長を務めていた（茨城県史編纂
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委員会監修『茨城県史近現代編』一九八四年、六八頁） 。同紙は、主に政府批判や人民革命論を展開した（国立国会図書館古典籍資料室所蔵） 。
（
（（）		
関戸覚蔵『東陲民権史』 （養勇館、一九〇三年）七六頁。
本稿において、 史料引用は、 旧漢字を新漢字に改めるほかは、原文のままとする。
（
（（）		
茨城県史編纂近代史第一部会編『茨城県史料近代政治社
会編Ⅱ』 （一九七六年）所収「東茨城ほか六郡県会議員の辞表」五二五
〜
五二六頁。
（
（（）		
前掲関戸『東陲民権史』九頁及び「水戸自強会趣意書」 （水
戸市立博物館所蔵）参照。
（
（（）		
同右書一
〜
二
頁。今回、 『自由党史』は遠山茂樹、佐藤誠
朗校訂の岩波文庫版（岩波書店、一九五八年） 。野島幾太郎『加波山事件―民権派激挙の記録』は、林基、遠藤鎮雄編の東洋文庫版（平凡社、一九 八年）を使用。
（
（（）		
後藤靖『自由民権運動』 （創元歴史選書、創元社、
一九五八年）第七章所収「テロリズム」 。井上清『日本の歴史（中） 』 （岩波書店、一九六五年）一八八
〜
一九六頁。
（
（（）		
色川大吉『自由民権』 （岩波 店、一九六五年）一六六
〜
一六七頁。
（
（0）		
安在邦夫「歌にみる自由民権」 （ 『歴史地理教育』第
六四五号、歴史教育者協議会編刊、二〇〇三年）一九
〜
二〇頁。
（
（（）		
前掲の常治自伝『自由か死か』は『日本人の自伝二』 （平
凡社、一九八二年）所収を使用。同書の三四三頁参照。玉水嘉一「加波山事件実記」 （稲葉誠太郎編『加波山事件関係資料集』 〈三 書房、一九七〇年〉所収、五 八頁） 。
（
（（）		
同右『加波山事件関係資料集』所収、四七六頁。
（
（（）		 「琴田、平尾二氏ヲシテ筆ヲ執ラシム各々一篇ヲ草ス衆熟議ノ末平尾氏ノ文ヲ採ルニ決シタル」と前掲野島『加波山事件』にはある（二三二頁） 。
（
（（）		
鉾田市史編纂室には行方地方に出回った「檄文写」が所
蔵されている。麻生警察署の塙静民巡査が管内を巡察中に発見したもので、当時の秋津村（現鉾田市）の鬼沢貞良という人物が一八八四年中に筆写したものであるという。また玉水嘉一の直孫にあたる筑西市在住玉水薫氏のも にも書写された檄文 所蔵されている。
（
（（）		
前掲野島『加波山事件』二三五頁。
（
（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「平尾八十吉
物件差押書」三七五頁。
（
（（）		
飛鳥井雅道著、 日本歴史学会編『新装版人物叢書中江兆民』
（吉川弘文館、一九九九年）一四八
〜
一四九頁。
（
（（）		
安在邦夫、田崎公司編『自由民権の再発見』 （日本経済評
論社、二〇〇六年）第五章所収、一一七
〜
一四九頁。
（
（（）		
松尾章一『自由民権思想の研究』 （柏書房、一九六五年）
一五二
〜
一五四頁。
（
（0）		
遠山茂樹、小西四郎編『明治国家の権力と思想』 （吉川弘
文館、一九七九年）所収「自由民権思想と共和制」二〇二
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一三七
〜
二
〇三頁。大石嘉一郎『日本地方財行政史序説
− 自由民
権と地方自治制』 （御茶ノ水書房、一九六一年）所収「自由民権運動と地方自治」二三七頁以下参照。
（
（（）		
玉水嘉一、晩年の詩（桐原光明氏所蔵） 。
（
（（）		
茨城県史編集委員会編、茨城県教育財団県史編さん事務
局刊『茨城県史研究』第四一号（一九七九年三月）所収、竹原素子「加波山志士の晩年」六三頁。
（
（（）		
高知新聞社編纂『植木枝盛日記』 高知新聞社、一九五五
年）二四六
〜
二
四八頁にかけて、茨城県内で植木や正安が
何らかの活動を行っていることが示唆されている。百名以上の参加者があった大運動会を主催したことは一八八三年十一月十六日付自由新聞により確認できる
（
（（）		
註（７）参照。福島三春出身の五十川を中心にすえて加
波山事件を論じる意欲作である。しかし思想研究という点では多分に概説的であり深く掘り下げられてはいない
（
（（）		
寺崎「自由民権運動史上に見る富松正安」は『法学政治
学論究』第三号（同編集委員会編、 一九八九年）所収。後に、同氏 『自由民権運動の研究―急進的自由民権家の軌跡―』 （慶応義塾大学出版会、二〇〇八年）第四章「富松正安―加波山事件を中心に」として所収。桐原『加波山事件と富松正安』は、正安の思想追究の大半を信憑性に問題がある裁判史料に依っている点は問題 あるが、興味深い記述が多い。塩田論文は著者自ら「夢物語」と称しているが、思想流入の過程を提起する論文としては評価出来る 前掲桐原編『下
館の歴史散歩』第五号「郷土を見つめて」文化を見つめる市民講座郷土史講座生、一九九〇年）一二
〜
一六頁所収。
（
（（）		
前掲寺崎『自由民権運動の研究』一三〇頁。
（
（（）		
前掲桐原『加波山事件と富松正安』三三頁。
（
（（）		
前掲関戸『東陲民権史』三五二頁。
（
（（）		
後の『東陲民権史』の記述をみても、この事実は、間違
いはないと思われるが、誰に推薦を受けたかは不明である。
（
（0）		
前掲菅谷「思想史的事件としての加波山事件」六七頁。
（
（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「 上
告趣意追申書」四八四頁。
（
（（）		
前掲志富編『玉水嘉一翁伝』七頁。そのため「後年正安
が翁と交りを結ぶに至ったのもこれ等の因縁があつたものかと思はれる」とある。
（
（（）		 『下館石川家中牧家文書』所収「石川家分限帳」 （資料番号一一） 「給人次席 （以下、 『下館牧家文書』 、茨城県立歴史館所蔵） 。
（
（（）		
千葉歴史学会編刊 『千葉史学』 第五八号 （二〇〇八年） 所収、
加藤時男「資料紹介富松正安裁判関係資料」内の訊問における正安の言より（一〇八頁） 。
（
（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「仙波兵庫宛
富松緑書簡」五一四頁。
（
（（）		
前掲関戸『東陲民権史』三五二頁。
（
（（）		
正安が栃木県師範学校にて小督業をしていたこと
（一八七六年
〜
七
七年）が確認出来る史料として、彼の氏名
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一三八
が記されているのみであるが、栃木県師範学校編刊『栃木県師範学校創立六拾年』 （一九三三年）がある（六八頁） 。 （栃木県立図書館所蔵） 。また、 『下館上牧家文書』所収「富松正安、吉田耕造拡充師範学校試験出頭につき通知」 （資料番号二一八）参照。
（
（（）		
一八八一年九月八日付茨城日日新聞。
（
（（）		
前掲塙編『真壁郡郷土史』一一二〜一一三頁。
（
（0）		
前掲一八八一年九月八日付茨城日日新聞「開拓使処分論」
「直接ニ開拓使払下ゲノ件ヲ激論セシ故聴衆五百人余ノ頭脳ニ痛ク感動セシナレバ拍手喝采ノ声ニテ広キ劇場モ震動スル勢 テ有リシト」とある。更に開拓使払下げ事件が大きく新聞に取り上げられた一八八 年 七月以降には政談演説会の件数も増えている。これは無関係ではないだろう（茨城県史編纂近代史部会編『茨城県史料近代統計編』 （水戸市、一九六七年）所収の「警察史料」より。
（
（（）		
前掲『自由党史』 （中）七一頁。
（
（（）		
加波山事件百周年記念集会実行委員会編『加波山事件百
年』 （一九八四年）所収、大石嘉一郎「自由民権運動と現代」九頁。大井と面識を持った もこの前後であろう。
（
（（）		
多田好問、香川敬三編『岩倉公實記中巻』 （皇后宮職、
一九〇六年）一九九一頁以下。一八八二年十二月提出
（
（（）		
全国的組織を目指す自由党や民権運動を分裂させる目的
があった。その事情については、水戸市 さん近現代専門部会編『水戸市史（下）一』 （ 役 、一九九三
年）三一四頁。木戸偉太郎編『常総名家伝』 （会始書館、一八九〇年）には「後チ幾何モ無ク集会条例追加ヲ以テ其気脈相通ズルヲ禁ズ是レ以テ地方部ヲ解散シ茨城自由党ヲ組織ス」とある（ 九頁） 。板垣は結局「病気」を理由に来県せず、代わりに栗原亮一が駆けつけている。
（
（（）		
我部政男編『地方巡察使復命書（下） 』 （三一書房、
一九八〇年
〜
一
九八一年）の一八八三年の「茨城県ノ部」
を見ると民権派系の新聞、演説会、政社すらも衰微しることが見て取れる（九〇三
〜
九〇四頁） 。
（
（（）		
石川諒一「加波激挙録」 （前掲稲葉編『加波山事件関係資
料集』所収、七〇四頁） 。
（
（（）		
一八八三年十一月十六日付朝野新聞。これは大井グルー
プの形成とも考えられ （国立国会図書館新聞資料室所蔵） 。
（
（（）		
前掲寺崎『自由民権運動の研究』一一六頁
（
（（）		
茨城県師範学校・女子師範学校編『総合郷土研究』 （下） （崙
書房、一九七三年）四三八頁。
（
（0）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「勝田盛一郎
検事調 」一四一
〜
一四二頁。
（
（（）		
中村紀久二 『教科書の社会史―明治維新から敗戦まで』 岩
波書店、一九九二年） 六
〜
一八頁。
（
（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「始末書（鯉
沼宅現場） 」六六頁。鯉沼はこの時、家で「ウツ伏シテ血ニ染ミ」 「左手ノ指ハ殆ント焼ケ落チタリ眼ハ見エヌ耳ハ聞コエヌ」という酷い状態であった。爆裂弾製造にあたっては、
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一三九
栃木師範学校教師福田定一郎に教授されたとする説と、その弟子の岩本新吉とする説の二つがある。西沢勇志智『日本火術考』 （聚芳閣、一九二七年）を見 と「鯉沼の出生地であった壬生付近は火薬や花火の製造が大変盛んであった」旨が記されている（第四章「火薬製造」一九七頁以下） 。それを考えると、旧家に火薬の製造法が伝わっていたことも推察できる。
（
（（）		
同右書所収「探偵報告書（鯉沼関係） 」五九頁。更に小川
町事件の余波により参加者達が襲撃を望んだ宇都宮県庁開庁式は九月十五日から二十三日、二十七日と延期になった。
（
（（）		
同右書所収「河野広躰検事調書」二三六頁。
（
（（）		
一八八六年六月三十日付千葉新報（千葉県立図書館所蔵
マイクロフィルム） 。
（
（（）		
前掲野島『加波山事件』二一六頁以下。藤田という男は
「父親の説得も振り切って」正安について行こうとするが、正安は「深ク自重シテ一生ヲ誤ラザル事ヲ努メヨ」 「犬死ニ何ノ益カアルカ」と藤田を窘めている 新井は「既に事が破綻したる」ことを察知した正安が、自らの家に寄寓させていたが、郷里東榎生村（現桜川市）に帰郷させてい （前掲関戸『東陲民権史』三五六
〜
三五九頁） 。
（
（（）		
正安と共に自由党決死派であった犬田村生まれの兵庫（現
桜川市）は、東京で活動をしていたが決起を知り「富松軽挙大事ヲ誤リタリ」と云い、即日、下館にやってくるが逮捕される（前掲桐原『加波山事件と富松正安』二三頁） 。圧
倒されていた姿については、前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「富松正安上申書」四九四頁参照。
（
（（）		
同右書所収「勝田盛一郎検事調書」一四一
〜
一
四二頁。
正安と勝田盛一郎は一八七六年「真壁郡長更迭請願」を出した頃から付き合いがあると推測出来る（請願では農民達と共に他県人の郡長を政府が任命するのではなく公選化すべきだと訴えた） 。盛一郎自身は「一八八〇年頃から懇意である」 「調書」内で供述している。
（
（（）		
同右書所収「杉浦吉福警察調書」一九一頁。
（
（0）		
前掲野島『加波山事件』一五三頁。
（
（（）		
同右。前掲関戸『東陲民権史』二一六頁。
（
（（）		
一八八四年七月一日付仙波兵庫宛富松正安書簡（前掲稲
葉編『加波山事件関係資料集』五一八頁） 。
（
（（）		
前掲野島『加波山事件』二一六頁
〜
二二一頁。
（
（（）		
前掲玉水「加波山事件実記」五三七 。 「開庁式で非常に
賑やかである」 と記すのみで 。何より正安が 『下館市史』（下館市史編纂委員会編、大和学芸図書、一九六八年）にも見るように地元で大井グループ 壮士として注目されていたことを忘れてはいけない（八〇一頁以下） 両派の鯉沼や広躰と正安は飛鳥山運動会や自由党大会で顔見知りとなっていた可能性があるが、協議を行った 録はなく両派は志を共有する程に親密ではな った。
（
（（）		
我妻栄責任編集『日本政治裁判史録明治・後』 （第一法規
出版、一九六九年）四五頁。ただし、前掲の三島の言 誇
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一四〇
張して捉えられている （河野磐州傳刊行会編刊 『河野磐州傳』上巻、一九二三年、四六六頁） 。近年の幕内満雄『評伝三島通庸』では、三島は自由党撲滅の為に福島や栃木にやって来たわけではなく、自由党員側が三島県政に対抗するが故の結果であったと いる。とは言うものの、三島赴任期の政府は自由民権運動（思想）の台頭を危惧し弾圧を強めている。これは事件を起こさせた遠因となり、民権家にとっては活動意欲を一層大きくする時期であったことは相違ない（暁印書館、二〇一〇年、一一五頁）
（
（（）		
同右書、四五
〜
四
六頁。 「三島通庸文書」所収、一八八三
年十一月十一日付「自由党臨時会ノ景況」第七九冊五一〇―二（以下「三島文書」 、国立国会図書館憲政資料室所蔵） 。
（
（（）		
福島県編刊『福島県史（第十一巻） 』資料編六、近代資料
一（一九六四年）六三〇頁。逮捕された広中 軽禁獄七年とされ、 大日本帝国憲法発布の年に特赦された （宮内庁編 『明治天皇紀』吉川弘文館、第七巻、一九七四年）二 五頁。
（
（（）		
田村幸一郎『加波山事件始末記』 （伝統と現代社、
一九七八年） 所収、 河野広躰談話 「加波山事件秘録 二二六頁。
（
（（）		
高橋哲夫『ふくしま知事列伝』 （福島民報社、一九八八年）
一〇〇
〜
一〇一頁。
（
（0）		
前掲野島『加波山事件』二二一頁。野島は、西南戦争に
薩摩私学生と共に決起した南洲翁と正安を重ね合わせている。
（
（（）		
広瀬順晧監修、編集近代未刊史料叢書、政治談話速記録、
憲政史編纂会旧蔵、第四巻『政治談話速記録（小久保喜七） 』（ゆまに書房、一九九八年）四六頁。
（
（（）		
前掲桐原『加波山事件と富松正安』二五
〜
二七頁。
（
（（）		
前掲玉水「加波山事件実記」五三八頁
〜
五三九頁。
（
（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「玉水嘉一予
審調書」五二頁。
（
（（）		
前掲野島『加波山事件』三四三頁以下。正安は一揆や松
方デフレの影響で農民達が決起した中での加波山事件を「必然的革命」であったとしている。
（
（（）		 「加波山ノ一撃アリテ秩父ノ人気モ活気ヲ呈シ海内ノ民心ヲ蘇セタリ」と新聞で報じられ、宮城、愛知、静岡等でも一揆が続出した。加波山事件にはそれだけ民心を集める力があったということであろう。ま 、 村間に『世の中の道しるべ』と言う訳本が写本で伝わ ていたことを示す記事もある。さらに、加波山事件での人民の質的発展 秩父事件に繋がったとする見解もある（一八八四年九月十日付自由新聞、 前掲林 「加波山事件七十周年」 二四六
〜
二四七頁） 。
倉田次郎『秩父事件に迫る』 （新人物往来社、二〇一一年）一〇
〜
一一頁。
（
（（）		
一八八一年四月六日付、五月十六日付、五月十九日付、
七月二七日付、茨城日日新聞。
（
（（）		
一八八 年 月十五日付水戸新聞（茨城県立歴史館所蔵） 。
（
（（）		
前掲野島『加波山事件』三四四頁。
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一四一
（
（0）		
井出孫六編『自由民権機密探偵史料集』 （三一書房、
一九八一年）二八一頁。
（
（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「自由党ノ動
静報告（Ⅰ） 」五四九頁。
（
（（）		
江村栄一氏は『自由民権革命の研究』 （法政大学出版局、
一九八四年）の中で「自由民権運動とは国会開設・国約憲法、地租の軽減、地方自治、不平等条約撤廃と言う五大要求を掲げ、形成されつつあった絶対主義的天皇制国家を根本的に変革しようとしたブルジョア民主 運動であったと考えられる。専制的な無限の天皇大権を基軸として明治政府に決定的な制約を加えることを意図した国会開設と憲法制定という要求は自由民権運動のそのような歴史性格を端的に示す指標となる。 」 （四九二頁）としているが、 この見解 、自由民権運動（激化事件も含め）が天皇制を否定するものではなかったことを明確に論じきっていない。
（
（（）		
これら一連の行動は前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』
所収「杉浦吉福検事調書」二〇一
〜
二
〇二頁）等で明らか
である。
（
（（）		
同右書所収「富松正安予審故障趣意書」四七八頁。
（
（（）		
同右「勝田盛一郎検事調書」一四一頁。
（
（（）		
同右「勝田用二郎警察調書」一四四頁。
（
（（）		
同右「富松正安予審故障趣意書」四七八頁。
（
（（）		
篠田鉱造『明治百話』 （四条書房、 九三一年）所収「加
波山事件探偵話」七七頁。前掲稲葉編『加波山事件関係資
料集』所収「公訴状」四八四頁。
（
（（）		
歴史科学評議会編『歴史評論』 （通号六八、校倉書房、
一九五五年、六六
〜
七
八頁所収「加波山事件口述史料集」 ） 。
「中村秀太郎子孫口述」 、六六頁。
（
（00）		
前掲野島『加波山事件』二三七頁。
（
（0（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「三浦文治予
審調書」二九
〜
三〇頁。
（
（0（）		
前掲野島『加波山事件』二三二頁。
（
（0（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「富松正安予
審調書」四四二頁。
（
（0（）		
色川大吉『日本の歴史二一近代国家の出発 （中央公論社、
一九六六年）三一 頁。
（
（0（）		
前掲野島『加波山事件』三四四頁。
（
（0（）		
前掲寺崎『自由民権運動の研究』一 九頁。
（
（0（）		
前掲桐原『加波山事件と富松正安』一三〇頁。
（
（0（）		
平野義太郎著、日本歴史学会編『新装版人物叢書大井憲
太郎』 （吉川弘文館、一九八八年）八〇
〜
八
五頁。同氏『馬
城大井憲太郎傳』 （風媒社、一九六八年）八一〜八二頁。彼は一八八三年二月に政府への不満を演説で述べているが、この時点では一揆的暴挙煽動はしていない（別冊『大井憲太郎の研究』所収「明治十六年演説「天地之常経」 」 ） 。それどころか、秩父事件も「軽挙」として止めに入ろうとした。大井は「筑波山の会」にも参加していな 。正安は「未だ帰郷せず」と兵庫に送った書簡（前掲、七日一日付仙波
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第七十九号
一四二
兵庫宛富松正安書簡）で常に気にかけていたにも関わらず、全国遊説を重視していた。正安も欠席していたが、この前後から両者には隔たりがあったように見える。
（
（0（）		
ただ、大井は正安等を完全に見限り、離隔した訳ではな
かった。事件後に敗走した らを一時匿い、代言人として事件の弁護も「舌戦尤も力め」 行っているのがその証拠である（前掲志富編『玉水嘉一翁伝』八三
〜
八四頁） 。
（
（（0）		
警官隊と加波山事件参加者達が衝突した長岡の地には「長
岡畷之碑」が建っている。これは後年の茨城県出身国家主義者本間憲一郎や井上日召等の手による である。撰文を見ると参加者達だけを追悼するものではないにしろ、後年の右翼が事件を顕彰したことが分かり、興味深 ことである。
（
（（（）		
関城町史編纂委員会編『関城町史通史編』下巻（一九八六
年）七一
〜
七
二頁。茨城県関係の書に名が出てこないため、
他県人かとも思われる。
（
（（（）		
一八八四年十月十一日、十二日付自由新聞。
（
（（（）		
一八八四年九月三十日、十月一日、二日、四日付自由新聞。
（
（（（）		
一八八三年五月二三日付兵庫宛正安書簡中で総理（板
垣）の来県を計画しているが、本部が取り合わず多くは「水泡ニ属ス」とある（前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』五一七頁） 。晩年の広躰の談話においても板垣は「個人の運動」には関わらない消極的姿勢を持っていたと説明されている（前掲『政治談話速記録（河野広躰） 』三五六頁） 。
（
（（（）		
史談会編『史談会速記録』 （復刻版、原書房、一九七一年
〜
一九七六年）合本二九（二〇二輯）二九頁以下。
（
（（（）		 『深沢家文書』 （マイクロフィルム番号、三六）東京あきる野市中央図書館所蔵。
（
（（（）		 「三島文書」所収、一八八七年十月二日付「谷中霊園墓地弔祭ノ概況」第一〇八冊、五三九―四。
（
（（（）		
森隆介、木内伊之介編刊『常総之青年』第三号（一八八八
年九月十日）所収、社説「今後ノ社会的運動」より。初刊は一八八八年七月十日。 回総選挙の頃の一八九〇年七月まで続いた（茨城県立図書館、同県立歴史館所蔵） 。
（
（（（）		
前掲稲葉編『加波山事件関係資料集』所収「勝田盛一郎
検事調書」 一四一
〜
一四二頁。前掲 「加波山事件口述史料集」
一農民、 「鈴木門哉談」 、七五頁。
（
（（0）		
一八八四年年十一月三日付日本立憲政党新聞（加波山事
件回顧談） 。
（
（（（）		
前掲『政治談話速記録（河野広躰） 』三七七
〜
三七八頁。
（
（（（）		
同右書、三五三
〜
三五六頁。
（
（（（）		
同右書、巻末所収「河野広躰氏書簡」三八三頁。
（
（（（）		
大内氏も言う「加波山事件史は顕彰運動史」 （前掲安在、
田崎編『自由民権の再発見』所収、大内論文、一四三頁）との解釈は、顕彰の歴史から事件像を再提起出来ると捉えたものと判断され、筆者自身、評価出来る。そういう意味で玉水嘉一の顕彰運動についても今後、 討の必要 あ 。
08_飯塚79.indd   142 13/03/04   9:52
Hosei University Repository
